
 

            

   

亀
岡
市
と
災
害
時
に
お
け
る

協
定
を
締
結 

こ
の
た
び
、
亀
岡
市
佛
教
会
は
亀
岡
市
と
「
災
害

時
に
お
け
る
一
時
避
難
所
の
提
供
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た
。 

今
年
度 

総
会
で
の
承
認
を
う
け
、
６
月
の
市

長
面
談
の
後
、
締
結
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
組
長
お
よ
び
理
事
会
で
の
審
議
を
経
て
、

去
る
10
月
11
日
（
水
）
に
市
役
所
庁
舎
に
て
、
桂

川
市
長
と
満
林
会
長
が
互
い
に
協
定
書
に
署
名
を

行
い
ま
し
た
。
京
都
府
下
に
お
い
て
、
行
政
と
仏
教

会
が
災
害
時
の
協
定
を
結
ぶ
の
は
初
め
て
の
ケ
ー

ス
と
い
う
こ
と
で
、
締
結
に
あ
た
り
市
長
よ
り
、
謝

意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
の
協
定
締
結
に
よ
り
、
災
害
時
に
、
協
力
寺

院
を
一
時
避
難
所
と
し
て
提
供
す
る
際
、
行
政
と

の
迅
速
な
情
報
共
有
や
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
す
。 

近
年
、
頻
発
す
る
大
規
模
自
然
災
害
に
備
え
、

古
く
か
ら
地
域
の
要
で
あ
っ
た
寺
院
を
住
民
の
安

心
と
安
全
の
た
め
に
役
立
て
る
こ
と
は
、
社
会
貢

献
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
菩
薩
行
の
実
践
で
あ
る

と
い
え
ま
す
。 

各
寺
院
や
地
域
の
状
況
は
様
々
で
あ
り
、
立
地

に
よ
っ
て
は
避
難
所
と
し
て
の
安
全
を
確
保
で
き

な
い
と
い
う
寺
院
も
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
ま
す

が
、
可
能
な
範
囲
で
各
寺
院
の
実
情
に
合
わ
せ
た

取
り
組
み
を
お
願
い
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。 

今
後
、
各
寺
院
に
協
力
の
意
向
確
認
を
行
い
、
今

年
度
中
に
は
、
協
力
体
制
を
構
築
し
て
い
く
予
定

で
す
。
協
定
文
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
多
く
の
寺
院

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
検
討
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 
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協
定
の
概
要 

① 
一
時
避
難
所
の
用
途 

・
避
難
者
等
が
一
時
的
に
滞
在
す
る
避
難
場
所 

・
洪
水
な
ど
の
際
、
車
両
の
待
機
場
所 

 

② 

市
か
ら
の
要
請
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
各
寺

院
の
判
断
で
一
時
避
難
所
を
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
る
。 

 

③ 

協
力
寺
院
は
寺
院
運
営
に
支
障
の
な
い
範
囲

で
協
力
す
る
。 

 

④ 

一
時
避
難
所
の
提
供
を
し
た
場
合
は
、
自
治
会

等
を
通
じ
て
人
数
等
を
報
告
す
る
。 

 

⑤ 

市
は
、
協
力
寺
院
が
提
供
し
た
開
設
し
た
一
時

避
難
所
に
救
援
物
資
等
の
支
援
を
行
う 

 

⑥ 

協
力
寺
院
が
、
市
か
ら
の
救
援
物
資
等
の
提
供

を
受
け
ら
れ
な
い
時
に
提
供
し
た
物
資
に
要

す
る
費
用
は
市
が
負
担
す
る
。 

 

⑦ 

一
時
避
難
所
の
提
供
期
間
は
原
則
と
し
て 

７
日
以
内
と
す
る
。 

 

⑧ 

提
供
期
間
延
長
の
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
協
力

寺
院
と
市
が
協
議
す
る
。 

 

＊
協
定
の
全
文
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

今
回
の
協
定
締
結
は
、
ま
だ
取
り
組
み
の
ス
タ

ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
こ
の
協

定
が
十
分
な
力
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
会
員
寺
院

の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。 

亀
岡
市
の
防
災
マ
ッ
プ
で
み
る
と
わ
か
る
と
お

り
、
一
時
避
難
施
設
・
場
所
の
数
は
地
域
に
よ
っ
て

差
が
み
ら
れ
ま
す
。
寺
院
が
そ
の
不
足
部
分
を
カ

バ
ー
し
、
近
隣
住
民
の
身
近
な
避
難
所
と
な
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

こ
の
協
定
を
足
掛
か
り
と
し
て
、
諸
団
体
と
も

連
携
を
は
か
り
、
協
力
関
係
を
構
築
し
て
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 

 【
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】 

 
令
和
５
年
12
月
～
令
和
６
年
２
月 

頃 
各
寺
院
へ
災
害
協
定
の
協
力
の
意
向
確
認 

「
一
時
避
難
所
の
指
定
に
係
る
同
意
書
」
を
送
付 

（
具
体
的
に
協
力
で
き
る
内
容
を
記
入
し
回
答
） 

 令
和
６
年 

３
月
中
旬
ご
ろ 

仏
教
会 

事
務
局
で
集
計
、
亀
岡
市
へ
報
告 

 来
年
度 

予
定
（
案
） 

・
避
難
所
運
営
に
関
す
る
研
修 

・『
亀
岡
市
防
災
士
養
成
講
座
』
受
講
の
推
進 

 

・
寺
院
で
防
災
イ
ベ
ン
ト
の
開
催 

な
ど 

 

ご
案
内 

「
成
道
会
法
要
・
坐
禅
研
修
」 

来
る
12
月
８
日
（
金
）
14
時
よ
り
曽
我
部
町
・
東
光
寺

に
て
、
「成
道
会
」を
修
行
し
ま
す
。 

禅
宗
で
は
、
成
道
会
に
際
し
、
臘
八
摂
心
と
い
う
坐
禅

修
行
を
行
い
ま
す
。
今
回
、
会
員
の
皆
様
と
共
に
坐
禅
を

し
、
ま
た
臨
済
・
曹
洞
の
坐
禅
の
違
い
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会

と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。 

（詳
細
は
別
紙
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
） 

   ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
３

お
寺×

防
災
「
防
災
サ
ン
ガ
」 

 

本
年
度
も
『
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
タ
』
に
参
加
し
ま

す
。
開
催
は
11
月
19
日
（
日
）
で
す
。 

こ
の
た
び
の
災
害
協
定
に
関
連
し
、「
防
災
サ
ン
ガ
」

と
題
し
て
、
そ
の
取
り
組
み
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
災
害
時

に
お
け
る
人
権
や
防
災
知
識
を
学
ぶ
体
験
コ
ー
ナ
ー
を

予
定
し
て
い
ま
す
。 

会
員
の
皆
さ
ま
も
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。 

 

『ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
３
』 

開
催
日
時
：令
和
５
年
11
月
19
日
（日
） 

10
時
～
15
時 

ガ
レ
リ
ア
か
め
お
か
１
階 

工
作
室 


